





































となったが、西夏の勃興に至ってそのルートが狭窄・途絶し ため、これに替わる調達ルートの確保に苦労し、馬不足に悩まされなければならなくなったのである︒当時の国際情勢を鑑み 宋は軍備充実を図る必要に迫れていたが、馬の不足は騎兵に支給されるべき軍馬不足に直結した︒そのため宋は歩兵を大幅に増員して軍事力強化 行うこととなる︒しか こうして編制せざる 得なかったいびつな軍隊は、人員増 よる軍事費 増額を招き、国家財政を圧迫する始末となった︒　
さて、一四世紀に成立した明も、宋と同様に北方への対抗上、馬の確保
は軍事的な観点から重要な課題であった︒ 特に洪武帝による創業 初期は元朝の残存勢力との軍事衝突が多く予想される情勢下に置か ながら、馬の調達・確保は困難であり 絶対数が不足してい 時代でもあった︒　
すなわち、谷光隆氏、謝成侠氏が指摘するように 内的な馬入手 手段
については、 の統治下における馬政整備 不十分 、養馬のシステムが












帝は琉球へ楊載を派遣して入朝を促す︒これによって、当時琉球に分立していた三山勢力のうち 中山国がその要請に応じ、以後、琉球は明に対して馬の進貢を行うようになった︒その一方で、明側からの能動的な行動として、洪武七（一三七四）年と洪武一六（ 三八三）年の二度にわた て市馬が行われたのである︒　
現在日本に生息する在来馬種のうち、沖縄に産する宮古馬 与那国馬は、












































































の事情が存した め、軍馬としての期待をかけて積極的に実行されたものとする見解と、あくまで琉球を朝貢体制下に組み込むことが目的であり、馬の獲得は儀礼・形式的なものに過ぎなか たとする朝貢重視、羈縻政策の一環として 理 いう二者に分かれている︒　
先行研究にこうした見解の差異が有る点を踏まえ 二度の市馬の理由を






















段階的に実施され 洪武二三（一三九〇）年までかかって、概ね明初の養馬の枠組みが作り げられ いくこととなる︒　
一方で、外的に馬を長期安定して獲得する手段として整備が行われた



























































しようとしたが、明側 拒否され、結果的に済州島の平定に向かうこととなった︒こう て明は間接的に元の養馬の遺産を獲得したといえるが、の直後に親明的な恭愍王が殺されてしまい 親元政権が誕生したためか、高麗からの大規模な進貢は洪武一七（一三八四）年まで待つことになる︒　
さて、以上のような情勢下にあって行われた、洪武七年の李浩による琉




































































































































策を並行して進めており、馬の必要頭数が増えていた︒ だ、それぞれ方面で必要とされる条件に合わせて、 種の使い分けをする展望を持っていたのではないかと思われる︒かかる状況を鑑みれば、 琉球の馬は、 貴州・雲南の経営を開始する一時的な需要数増大に応えるため、近似種 貴州などに産する小型馬と併せて多数が求められた、と考 妥当ではないだろうか︒　
なお、洪武一六年以降において、琉球の馬は進貢によって明へ送られた





のであり、琉球から馬を獲得可能であるかどうかを確認する試みから生じたも る と考え れる︒　
洪武一六年の市馬は、対外政策の南北への拡大と並進という状況下にお














































































































































































































































































































































































The Acquisition of Ryukyuan Horses During the Reign of the 
Hongwu Emperor and Its Background
OMURO Tomohito
Upon founding the Ming Dynasty and putting its administration on a secure footing, resolving a shortage 
of horses was one of the key administrative problems facing Zhu Yuanzhang. While the Ming Dynasty used 
various means to acquire horses, this paper will focus on studying the case of the purchase of Ryukyuan 
horses from 1374 to 1383, and the implications thereof.
The 1374 purchase came at a time when the Ming Dynasty had just commenced the development of a 
system for acquiring horses. Consequently, it is thought that the purpose of this was to notify neighboring 
powers of Ming demand for horses, and so the purchase of Ryukyuan horses was a demonstrative act that 
formed part of that activity in the Ryukyus.
By contrast, the 1383 purchase of Ryukyuan horses came to a total of nearly 1,000 animals. This 
purchase was born of necessity, as the Ming Dynasty was presently expanding to the north and south. In 
particular, because of their distinctive small size, Ryukyuan horses were expected to prove useful in moving 
south to subjugate and govern Yunnan, and to maintain the main road running through Guizhou connecting 
Yunnan to the capital in Yingtian. 
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